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より抜去 される歯を収集 し,それらに蓄積 した放射性物質を物理化学的 ・生物学的に評
価することで,被 ばく量や被ば く歴 を個人及び集団ごとに明 らかにし,原発事故による
放射線の人体への影響を評価する基礎資料の提供を目的としている。
硬組織である歯は,そ の形成過程でス トロンチウム(Sr)やセシウム(Cs)を取 り
こむことが判明 しており,それらの放射性物質は代謝 されないため,その歯が脱落する
まで歯質中に保持されている。実際に東北大学歯学研究科では,福島第一原発事故の被
災地,警 戒区域内にて,過去2年 間において,ウ シ200頭,ブタ50頭,サル60頭,野ネ
ズミ300匹以上の被災動物から歯を採取 し,その中に含 まれる放射性物質の定量分析 を
行い,γ 線放出核種 としてCs-134,137を,またβ線放出核種 としてSr-90を検出 して
いる。またそれ らを詳細に検討 したところ,形成期間中に占める被ばく期間の割合が高
い歯ほど放射性物質濃度が高 くなることが判明している。
本事業で行うヒ ト歯の解析は,歯 が形成 される時期についての情報に限られるが,歯






の共同研究の申 し出があり,これを精査 したところ,その内容は我々を満足 させ る具体









は同センター内で登録,管 理 され,提 供者の個人データと共に 「乳歯バ ンク」化を行っ
ている。また測定は一本ごとにイメージングプレー ト法により,放射性物質の歯質中濃
度と分布の解析をし,その後,数 十本単位で放射性Srと放射性Csそれぞれの定量 を




らの推計,ホ ールボディカウンターによる測定等が実施 されているが,これ らは,震災
後の行動記録の不正確 さや,Sr-90等のβ線放出核種の計測には対応できない等の問題
点がある。また現在,過 去にまで遡って内部被ば くの状況 を把握する有効な手段が確立
されていない現状であり,本事業は,歯 を用いることによりこれが可能になる,とい う
新 しい視点を提示できる可能性がある。
WHOな どのシミュレーション等では,今回の原発事故による内部被ば くは,あ って








ところで,こ の事業の開始にあたり 「開始時期が遅いのではないか」 との指摘がある
が,こ れに関 しては放射性物質が含まれると想定 され る乳歯の脱落は2014年以降と予
測 しているため,収集時期を逸 してはいないと考えている。
最後に,この事業は原発事故による放射線被ばくに対して,我 々歯科医師が福島県民
のみならず日本国民に対 してできる,大 きな貢献であり,重要な責務であると考える。
(福島県歯科医師会 学術担当理事)
